
                                 

                                 

                                 

                                 

う
き
は
市
で
は
、
自
治
協
議
会
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
を

基
本
に
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
、
行
政
区

や
地
域
の
団
体
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
能
力
を
生
か
し
た
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

■
自
治
協
議
会
の
活
動
イ
メ
ー
ジ 

  

＜市民による取り組み＞ 

様
々
な

地
域
課
題 

個
別
の
団
体
等
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題 

住
み
良
い
社
会
の
実
現 

個
人
や
家
族 

で
の
取
り
組
み 

隣
近
所 

で
取
り
組
み 

行
政
区 

で
取
り
組
み 

自
治
協
議
会 

で
取
り
組
み 

私たちが築く 

幸せ感じる地域 

協働 の  

まちづくり 
 

広がっています 

●問合せ 市民協働推進課 

コミュニティ支援係 ℡75-4982 

■
特
色
あ
る
地
域
活
動 

～
次
の
一
歩
踏
み
出
す
自
治
協
議
会
～ 

 

平
成
26
年
度
に
市
内
11
地
区
に
お
い

て
自
治
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
昭
和
30
年
代
か
ら
続
い
て
い
た
市

長
（
当
時
は
町
長
）
か
ら
の
区
長
委
嘱
が

廃
止
さ
れ
、
行
政
区
が
改
め
て
自
治
協
議

会
組
織
の
構
成
団
体
と
な
っ
た
、
新
し
い

自
治
協
議
会
誕
生
の
年
と
も
言
え
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
地
区
公
民
館
が
新
た
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
と
変
わ
り
、
公

民
館
活
動
を
継
承
発
展
し
な
が
ら
出
発
し

た
各
地
区
の
自
治
協
議
会
。
発
足
か
ら
４

年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
活
動

以
外
に
も
特
色
あ
る
取
組
が
始
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
精
神
の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

進
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
自
治
協
議
会
へ

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

自
治
協
議
会
は
部
会
を
設
置
し 

各
種
活
動
に
取
り
組
み
ま
す 

少
子
高
齢
化
や
防
犯
・
防
災
な
ど 

地
域
課
題 

市
民
主
体
の
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

自
治
協
議
会 

自
主
防
災
・
防
犯  

子
育
て
・
青
少
年 

環
境
保
全
・
美
化 

福
祉
・
健
康
増
進 

人
権
教
育 

な
ど 

男
女
共
同
参
画 

生
涯
学
習
・
文
化 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ビ
ジ
ネ
ス  

▲ハゼについての学習 

福富地区自治協議会の通学合宿 



                                 

                                 

 
 

                                

                                

＜市民による取り組み＞ 

様
々
な

地
域
課
題 

個
別
の
団
体
等
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題 

住
み
良
い
社
会
の
実
現 

個
人
や
家
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取
り
組
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取
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区 
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取
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自
治
協
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で
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り
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▲通学路を彩るサルビア 

 

お手伝い「してほしい」「したい」 

をつなぐ住民型有償サービス 
 

 

「高齢で家事が難しくなった」、「地域のた

めに何かしたい」。そんな声をきっかけに、

日常作業を有償で支え合う互助組織「おお

いし絆クラブ」を設立。一人暮らし高齢者

等を対象に蛍光灯交換や買い物代行、庭の

草刈りなどをサービス利用料 30分 300円で

支援しています。コミュニティビジネスの

一手法としても注目されています。 

小学生との交流広がる 

いきいきサロン 
 

 

生きがいと健康づくり等を目的として、高

齢者が毎週木曜日に集う「いきいきサロ

ン」。体操や趣味・教養のほか、小学生に対

する掛け算の学習指導などに自主的に取り

組み、サロン受講生の知識と経験を生かし

た世代間交流が展開されています。 

行政区マップ作成と 

合同情報交換会 
 

 

地域の高齢者等への支援や、防犯防災を目

的とした空き家の把握のため、区長さん方

の協力のもと行政区マップを作成していま

す。また、区長・民生委員・福祉委員合同

で情報交換会を開催し、地域の高齢者等の

情報共有を行いました。 

▲心待ちにしていた、御幸小６年生との交流会 

 
▲「地域での支援を考える」合同情報交換会 

 

ブランド米販売で農業守る 
 

 

耕作放棄地増加や農業の担い手不足に着

目。地元産「小塩ほたる米」を自分たちで

包装し、道の駅うきは等で販売中です。米

販売で農地活用が進めば、耕作放棄地や離

農者を減らし、山里の風景を保つことが期

待されます。また、田植え、稲刈り、そば

打ち等の体験会を開催し、交流を通して「魅

力あふれる小塩」を発信しています。 

小塩
KOJIO 

地区の課題・実情に合わせ、できることから 

吉井 
YOSHII 

御幸 
MIYUKI 

▲乱舞するホタルが連想されるデザイン 

 

大石
OISHI 


